
の
要
因
は
「
政
治
に
無
関
心
」
と

い
っ
た
時
代
の
流
れ
が
考
え
ら

れ
る
。
国
会
議
員
の
ゴ
シ
ッ
プ
や

失
言
に
は
群
が
る
が
、
本
流
の
討

論
や
地
方
の
政
治
に
は
関
心
も
無

く
、
興
味
も
無
い
の
が
実
状
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
今
年
の
選
挙
は
興
味

深
い
も
の
が
多
い
。
市
長
選
挙
は

現
職
の
四
期
目
を
新
人
二
人
が
阻

止
で
き
る
か
。（
何
や
ら
不
穏
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
街
中
に
張
り
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
し
）
ま
た
、
夏

の
参
議
院
選
挙
は
結
果
次
第
で
、

憲
法
改
正
の
議
論
が
一
気
に
加
速

し
そ
う
で
あ
る
。
私
達
の
一
票
が

松
本
を
、
そ
し
て
、
日
本
を
変
え

る
可
能
性
だ
っ
て
あ
る
。
先
人
が

様
々
な
戦
い
を
し
て
勝
ち
得
た

「
選
挙
権
」
と
い
う
権
利
を
、し
っ

か
り
と
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
・
・
・
・（伊

藤　

和
彦
）

賑
や
か
さ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
が
「
ス
ポ
ー
ツ

玉
入
れ
大
会
」
に
移
り
、
紅
白
に

分
か
れ
、
ル
ー
ル
変
更
（
半
径
５

メ
ー
ト
ル
外
よ
り
玉
を
投
げ
い

れ
る
）
が
あ
り
、
勝
負
が
見
え
に

く
い
面
白
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
５

メ
ー
ト
ル
以
内
に
数
名
を
入
れ

て
、
外
へ
玉
を
投
げ
出
す
係
も
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
「
綱
引
き
大
会
」
は
、

紅
白
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
位
置
に
着

き
競
技
開
始
。
白
が
２
～
３
メ
ー

ト
ル
優
位
の
位
置
で
、
終
了
の
合

図
か
と
思
え
ど
も
、
な
か
な
か
聞

か
れ
ず
、
そ
の
う
ち
に
相
手
に
引

き
込
ま
れ
て
紅
の
勝
利
と
な
り
ま

し
た
。
審
判
員
に
再
試
合
を
促
す

も
、
実
施
の
声
は
な
く
、
多
数
は

床
に
座
り
込
ん
で
肩
で
息
・
・
・

こ
れ
も
勝
負
時
間
を
延
ば
す

「
ル
ー
ル
変
更
」
で
あ
り
、
体
協

役
員
の
配
慮
に
心
憎
さ
を
感
ず
る

も
の
で
し
た
。

　

競
技
終
了
と
同
時
に
閉
会
。
百

名
あ
ま
り
の
心
は
、
楽
し
さ
と
心

地
よ
い
「
労
」
を
背
に
帰
路
に
つ

い
た
一
日
で
し
た
。（田

中　

紀
彦
）

　

松
本
市
長

選
挙
が
始
ま

る
。
も
っ
と

も
こ
の
館
報

が
配
布
さ
れ

る
頃
に
は
既

に
結
果
が
で

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
け
れ
ど
。

　

今
回
は
そ
の
結
果
で
は
無
く
、

「
投
票
率
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
と
い
う
の
も
、
選
挙
の
度
に

松
南
地
区
の
投
票
率
の
低
さ
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
過
去
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率

は
、
平
成
二
十
四
年
の
衆
議
院
議

員
選
挙
が
下
か
ら
七
番
目
、
平
成

二
十
三
年
の
市
会
議
員
選
挙
は
最

下
位
、
平
成
二
十
年
の
市
長
選
挙
は

開
票
所
別
で
開
明
小
学
校
が
下
か

ら
二
番
目
、
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
下
か
ら
四
番
目
で
あ
っ
た
。

　

投
票
率
の
低
さ
は
全
国
的
に
も

問
題
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
様
々

な
対
策
も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
投
票
率
ア
ッ
プ
の
特
効
薬

は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な

第
23
回
松
南
地
区

ス
ポ
ー
ツ
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

選
挙
と
投
票
率
い
よ
う
だ
。

　

歴
史
を
紐
解
け
ば
、
か
つ
て
の

選
挙
権
は
一
部
の
高
額
納
税
者
の

み
に
与
え
ら
れ
て
い
て
、そ
の
後
、

大
正
の
末
に
二
十
五
歳
以
上
の
全

て
の
男
子
に
許
さ
れ
、
第
二
次
大

戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
、
よ
う

や
く
二
十
歳
以
上
の
全
て
の
男
女

に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う

流
れ
が
あ
り
、
今
年
は
い
よ
い
よ

十
八
歳
以
上
に
参
政
権
が
与
え
ら

れ
る
。
日
本
の
選
挙
史
上
大
き
な

転
機
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

完
全
普
通
選
挙
が
開
始
さ
れ
、

今
年
が
節
目
の
七
十
年
。
当
時
の

選
挙
風
景
を
写
真
で
見
れ
ば
、
晴

れ
着
の
女
性
や
一
張
羅
の
背
広
を

着
た
男
性
な
ど
、
初
め
て
与
え
ら

れ
た
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
扱
っ

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

翻
っ
て
現
在
の
低
投
票
率
、
原

因
は
多
々
考
え
ら
れ
る
が
、
最
大

ひ
る
が
え

　

今
ま
で
の
「
松
南
地
区
冬
季
球

技
大
会
」
が
「
松
南
地
区
ス
ポ
ー

ツ
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
名

称
を
変
え
、
２
月
７
日
（
日
）
南

部
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、朝
の
寒
さ
が
厳
し
く
、

参
加
者
数
が
心
配
さ
れ
た
と
主
催

者
か
ら
お
聴
き
し
ま
し
た
が
、
会

場
へ
足
を
運
ぶ
と
、
な
る
ほ
ど

な
！
と
寒
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
体
協
役
員
の
数
名
が

ス
ト
ー
ブ
を
用
意
し
、
器
具
を
設

置
し
て
競
技
実
施
に
備
え
て
い
ま

し
た
。
感
謝
。

　

開
会
式
は
主
催
者
側
、
続
い

て
来
賓
の
挨
拶
の
あ
と
、「
夏
季

球
技
大
会
マ
レ
ッ
ト
部
に
お
け
る

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
表
彰
」
３
名
の

紹
介
と
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
、
寺
平
先
生
に

よ
る
「
本
当
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
と

「
身
体
を
使
っ
た
楽
し
い
体
操
」

を
体
験
す
る
頃
に
は
身
体
が
温
か

く
な
り
、
笑
顔
笑
顔
が
あ
ち
こ
ち

に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
ピ
ン
ポ
ン
は

歓
声
と
ラ
リ
ー
で
盛
り
上
が
り
を

見
せ
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
で
の
体
験
講
座
と
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
大
会
で
の
景
品
を
狙
う
も
、
外

れ
て
大
き
な
た
め
息
も
聞
か
れ
る
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二
年
程
前
、
俗
に
「
ガ
ラ
ケ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
携
帯
電
話
を
娘
に
説

得
さ
れ
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
に

さ
せ
ら
れ
た
▲
私
達
夫
婦
は
ず
っ

と
同
機
種
（
わ
か
り
易
く
操
作
が

同
じ
で
色
違
い
の
も
の
）
を
変
更

す
る
に
あ
た
り
、
妻
は
「
リ
ン
ゴ

の
マ
ー
ク
」
に
す
る
と
い
う
が
、

私
は
画
面
も
字
の
大
き
さ
も
目
に

辛
く
別
の
機
種
、
日
本
の
Ｓ
社
の

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
し
た
▲
案
の
定

困
っ
た
。
戸
惑
い
な
が
ら
二
年
、

や
っ
と
何
と
か
困
ら
な
い
ま
で
に

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」「
Ｉ
Ｄ
」
だ
の

忘
れ
て
し
ま
う
事
が
心
配
▲
片
や

世
の
中
の
若
い
方
々
、
こ
れ
だ
け

個
人
情
報
保
護
が
叫
ば
れ
て
い
な

が
ら
、「
ブ
ロ
グ
」
だ
の
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
」「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」「
ツ
イ
ッ

タ
ー
」
だ
の
、
自
身
で
情
報
を
「
ダ

ダ
漏
れ
」
さ
せ
て
、
事
件
や
騒
動

を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
世
代
の
人
々
も
自
分
自
身

を
守
る
事
に
注
意
を
払
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
そ
う
で
な
く
て
も
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
で
国
に
管
理
さ
れ
、

通
販
そ
の
他
で
も
個
人
情
報
は
丸

裸
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
▲
こ

ん
な
風
に
思
う
の
は
「
乗
り
遅
れ

の
初
老
の
男
」
の
愚
痴
で
し
か
な

い
の
か
▲
「
君
子
危
う
き
に
近
寄

ら
ず
」
は
憶
病
す
ぎ
る
か
な
？

（
百
瀬　

壽
）

コ
ラ
ム
松
南

　

平
成
二
十
二

年
か
ら
二
十
七

年
度
、
松
南
地

区
公
民
館
長
を

務
め
ら
れ
た
上

條
恒
嗣
さ
ん
を
、
あ
ら
た
め
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

上
條
さ
ん
は
、
松
本
市
役
所
を

定
年
退
職
後
、
当
公
民
館
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
住
民
の

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に

多
趣
味
で
、
多
種
の
地

区
の
行
事
の
中
で
そ
の

特
技
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
サ
ッ
カ
ー

　

高
校
時
代
は
県
陵

サ
ッ
カ
ー
部
で
活
躍
。

長
く
長
野
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
副
理
事
長
や
審

判
長
を
務
め
、
昨
年
ま

で
は
北
信
越
サ
ッ
カ
ー

協
会
事
務
局
長
。
現
在

は
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

副
会
長
。
特
に
県
の
審

判
長
時
は
北
信
越
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の

審
判
を
二
十
七
試
合
担
当
（
こ
の

頃
、
当
時
石
川
県
の
星
稜
高
校
で

プ
レ
ー
し
て
い
た
本
田
選
手
と
出

会
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
思
い
出

と
語
っ
て
い
ま
す
）
指
導
者
と
し

て
は
少
年
サ
ッ
カ
ー
で
旭
町
の
監

督
を
約
二
十
年
務
め
、
松
南
地
区

の
南
松
本
チ
ー
ム
と
は
良
い
ラ
イ

バ
ル
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

◆
居
酒
屋
公
民
館「
よ
っ
て
け
や
」

　

平
成
二
十
年
よ
り
、
笹
賀
二

美
町
二
丁
目
町
会
で
は
、
毎
月

一
回
、
町
内
公
民
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
飲
み
物
持
参
で
、

会
費
は
五
百
円
と
か
。
つ
ま
み

は
、
公
民
館
の
料
理
教
室
に
参

加
し
て
い
る
女
性
た
ち
が
担
当
。

楽
し
い
住
民
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

◆
公
民
館
居
酒
屋
「
お
れ
ん
ち
」

　

島
立
の
大
庭
町
会
で
は
、
平

成
二
十
六
年
よ
り
、
月
一
回
町

内
公
民
館
で
開
店
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
集
め
ず
、
飲
み
物
、
つ

ま
み
は
持
ち
寄
り
で
、
無
理
な

く
気
楽
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
新
し

く
移
り
住
ん
で
い
る
人
達
の
良

い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
居
酒
屋
み
や
た
」

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
、
宮

田
西
町
内
公
民
館
で
「
居
酒
屋

公
民
館
」
が
開
店
し
ま
し
た
。

店
長
は
町
内
公
民
館
長
で
す
。

　

飲
み
物
、
食
べ
物
、
つ
ま
み

は
全
て
参
加
者
が
持
ち
込
み
、

ご
み
は
持
ち
帰
り
を
原
則
と
し

ま
し
た
。

　

新
年
会
、
各
種
行
事
の
後
の

懇
親
会
と
は
違
っ
た
顔
触
れ
も

ひと 上條 恒嗣さん

あ
り
、
新
た
な
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
居
酒
屋
公
民
館
（
中
央
）

　

平
成
二
十
七
年
十
月
、
松
本
市

の
中
央
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
公
民
館
が
主
催
で
、
地
区

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
区
十
六
町
会
全
戸
に
チ
ラ
シ

を
配
布
、
集
客
の
た
め
に
、
当
日

は
「
男
性
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
」

「
町
会
長
会
」
も
セ
ッ
ト
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
三
十
人
が
出
席

し
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
心
地
よ

い
語
ら
い
で
親
睦
を
深
め
た
そ
う

で
す
。

◆
「
居
酒
屋
か
ん
ぽ
う
（
松
南
）」

　

公
民
館
報
「
松
南
版
」
編
集
委

員
会
で
は
、
定
例
の
委
員
会
の
後

に
年
二
回
程
度
の
居
酒
屋
を
開
店

し
て
い
ま
す
。
特
に
秋
は
き
の
こ

鍋
、
松
茸
お
に
ぎ
り
が
定
番
に

な
っ
て
い
ま
す
。
上
條
公
民
館
長

ら
が
苦
労
し
て
収
穫
し
て
き
た

「
き
の
こ
鍋
」
の
味
は
格
別
で
す
。

（
塩
原　

保
彦
）

●
草
笛

　

信
州
草
笛
の
会
理
事
、
安
曇
野

草
笛
会
代
表
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
地
元
の
敬
老
会
や
保
育
園
で

演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
得
意

な
分
野
は
演
歌
と
か
・
・

●
カ
ー
ビ
ン
グ

　

野
菜
や
果
物
を
小
さ
な
ナ
イ
フ

で
繊
細
な
草
花
に
彫
り
上
げ
、
食

卓
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。（
タ
イ

王
国
で
七
百
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
芸
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
と
合
わ
せ
、

講
師
の
声
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

●
野
鳥

　

信
州
野
鳥
の
会
の
会
長
。
会
員

は
全
県
か
ら
二
百
十
八
名
、
そ
の

三
／
四
が
松
本
近
郊
の
会
員
で
、

年
間
に
三
十
回
を
超
え
る
探
鳥
会

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
県
内
あ
ち

こ
ち
で
観
察
会
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
ホ
ー
ム
は
ア
ル
プ
ス
公
園

で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
参
加
さ
れ
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
上
條
さ
ん
は
野
鳥
の

他
に
も
山
菜
や
キ
ノ
コ
に
も
詳
し

く
鑑
定
も
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
剥
製
も
作
り
、
博
物
館
へ
寄
付

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
バ
ー

ド
カ
ー
ビ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

松
南
地
区
館
報
編
集
委
員
会
で

は
名
進
行
役
で
、
会
議
を
１
時
間

で
き
ち
ん
と
楽
し
く
ま
と
め
て
い

ま
す
。

（
塩
原　

保
彦
）

会
場
は
居
酒
屋
公
民
館

こうし

町
内
公
民
館

地
区
公
民
館
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